



Relativity between the rooms in a dwel1ing House 
























































くJレー ル1> Entranceと Hallについて
くJレー Jレ2>階段
階段について 1として数えると図-4の場合， Room 
Aより階段を介してRoomBとの相関は，次のように
なる.
Room A→ 1階Corridor→階段→ 2階Corridor
4 
→ Room 4 
46 中島 高橋大善
表-1 相 関 表(数値の一例〉
Space 同 ヱ E己
凸
J 仁」 Q 
Entrance ¥ 
HaU 3 卜¥
Drawing Room 4 l ¥ 
Living Room 5 2 Z ¥ 
Chanoma 4 1 2 1'¥ 
Dining Room 4 1 2 1 。1'¥ 
Kitchin 5 L η 3 2 l 
Utility 6 3 4 3 2 
Parents Bed Room 5 2 2 。1 
Children's Bed Room 4 1 。2 2 
Bath Room 7 4 5 4 3 
Wash Room 5 Z 3 2 l 
Water Closet 6 3 2 
Storage 1 4 5 5 4 
Corridor 5 2 l 1 2 
Atelier 4 1 2 3 2 
すなわち RoomA と Room Bの相関は 4という
ことになる.




































1 4 5 ¥ 
1 2 3 2 卜¥
5 2 2 6 4 ¥ 
2 5 5 3 3 7 ¥ 
4 1 1 5 3 l 6 ¥ 






































Door を設ける場合 → 3 
図-3 EとHの相関が3の場合
Corridor 










V74てIa J b J. c J d J e J f J g J h J全体平長
件 数 1 718.1 1 1 31 41 51 101 131 181 231 51 61 201 251 61 81 80 
所
滋賀県 l3142120140141401428111245[25111同26.1
在 静岡県 31 431 4i401 21501 41401 71 391 01 01 41 201 O[ 01 28.1 
地
岡山県 11 判~ 10 01 01 01 01 21 1 21 401 91451 41 671 23.9 






生活 坐式 61 861 101叫 41日019I9flCf 561 31601 171 851 41801 80，4 
様式 併用 1 141 01 01 01 1 10) 81 41 21 401 31 151 21 201 18.6 
平家独立 3143|oI1i25|7|7019150|2140112160131501464 
家 平家長屋 01 01 21 201 1 251. ()I f-()I <f12l 01 01 01 01 01 3 1 
屋 2階独立 41 判 ~I_ 401 1 251 31 301 81 41 21 401 81 401 31501 42.7 
様 2階長屋 01 O! 1 10 01 01 01 01 01 01 01 01 01 01 01 5.2 
式 木造アパート 01 01 01 01 1 251 01 01 01 01 01 01 01 01 OL_2._<l 
R.Cアノマー ト 01 01 01 01 01 01 01 01 1 61 001 01 01 01 01 1.0 
構 木 造 7101 91 901 41叫 1010!16 891 5101 201叫 61叫65.9
R. C 造 01 01 1 101 01 01 01 01 1 61 O[ 01 01 01 01 01 2.1 
造 コンクリート 01 01 01 01 01 01 01 01 1 61 001 01 31 01 01 02.1 ブロック造
持 家 1 61 861 61 601 1 251 81 801 171 21_ 41~Ol. 1~1 901 51_83L72.9 




延べ面積 __~I a 
10坪〉 6 
10 ~ 15 7 


































Dininfl" Kitchen (D.K)の様式が Typceおよび
Type fで， Type cも乙れに含まれる.乙のうち，
Dining Roomと Chanomaが隣り合わせのものを
Type eとし，分離しているものを Typef とした.
間 Ia -1b 下c Id ¥c [f [g!h 
一一一一τ| 可-21--11--51 1 1 1 1 
。「21 0 1 訂ゴ 10 1 2 1 
J1 3 1 1 1 2 1 4 1--1--;-下-
31 1 111 01110121 
1 1 2 1 0 1 1 1了 1- 0 1 2 1 
1|つ 1-0 1~41--21--1Iコ1
01 0 I 0 I円 o1 1 I 1 1 
1I 0 1 0 1 0 1 0 1 
o 1 0 1o1 0 1 0 1 1 4 1 
|円 9I 4 I 8 1 15 I 4 I 61I 
布分数年後築建Type別表-8
71 
1 I 0 I 0|1 I 6 1 
1 1 3 I 1|2 1 4 1 
i 0 I 0 I 3 I 2 r 
1 0lo I 0 I 
1 I 01 0 I 0 1 0 I 
1 1 1 1 0I 2 1 1 I 













































併用住宅が Typ色 e同様多いことから， D.K.の形態
は，その DiningRoomが碕子式になりやすい乙とを
示している.














との Typegおよび Typeh には，岡山県津山地方の
農村型住宅に多くみうけられ，全体をみてもこの Type
g および Typeh が岡山県の農村の住宅を代表する
Typ巴と思われる.すなわち農家が多く，比較的建築後
年数が古い岡山県においては，住生活がそれぞれの用途
に従がい専用室を求めているともいえる. 特l乙Type
glとおいては，建築後年数が 150年というのが4件もあ
り，居住年数も古いのが含まれている.
むすび
住宅における各室の関連度を8つの TypeIと分類し考
察をところみた.この結果からみると住宅の所在地すな
わち生活の地域性に大きな差異があることがわかった.
それは農村地域から都市に向うに従がって，住宅規模が
縮小されてくる傾向があり，従って ζれに対応するた
め，各室において生活の多様化をはかりうるような
planが考えられているということである.
また両親の寝室が比較的中心的に考えられ， ζれに主
要室を配するという間取り形式が考えられていることも
注目すべきととがらである.
今回の研究については，資料収集において次の各先生
方にど協力を願った.
岡山県立波山工業高等学校建築科 松井先生
滋賀県立彦根工業高等学校建築科 伊藤先生
愛知県立工業高等学校建築科 稲葉先生
静岡県立静岡工業高等学校建築科 岩崎先生
また資料の整理と集計については，間組名古屋支庖丹
下義憲君l乙協力願った.厚く謝意を表します.
